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１．沿   革 

昭和14年４月に名古屋医科大学が名古屋帝国大学医学部となり，翌15年４月には理工学部が発足し，

17年４月に理学部と工学部に分離して，ここに３学部からなる総合大学が一応の形を整えるにいたった。

戦後の学制改革により名古屋帝国大学は名古屋大学と改称され，さらにいくつかの学部を加えて，今日

の９学部からなる総合大学に発展した。 

その後における理学部の変遷は「名古屋大学理学部25年小史」（理学図書室にある）および「名古屋大

学50年史」にくわしいが，その要点を以下に示す。 

 

沿 革 表 

昭和14年 名古屋帝国大学創設 

 理工学部設置 

昭和15年 化学科設置 

昭和16年 物理学科設置 

昭和17年 理工学部を理学部及び工学部の２学部に分離 

 数学科及び生物学科設置 

 附属臨海実験所設置 

昭和22年 名古屋帝国大学は名古屋大学に改称 

昭和24年 新制名古屋大学設置・旧制名古屋大学を包括 

 地球科学科設置 

昭和28年 新制名古屋大学大学院理学研究科設置 

 数学・物理学・化学・生物学・地球科学専攻設置 

昭和32年 附属水質科学研究施設設置 

昭和33年 附属宇宙線望遠鏡研究施設設置 

昭和36年 附属分子生物学研究施設設置 

昭和37年 旧制名古屋大学廃止 

昭和38年 物理学第二学科設置 

昭和40年 附属犬山地震観測所設置 

昭和41年 附属犬山地殻変動観測所設置 

昭和42年 附属犬山地震観測所に移動観測班設置 

 物理学第二専攻設置 

 「名古屋大学理学部25年小史」を発行 

昭和44年 附属高山地震観測所設置 

昭和46年 附属三河地殻変動観測所設置 

昭和48年 附属水質科学研究施設の振替により水圏科学研究所創設 

昭和50年 附属地震予知観測地域センター設置 

 分子生物学専攻設置 

昭和51年 大気水圏科学専攻設置 

昭和53年 宇宙理学専攻設置 

昭和55年 附属淡水魚類系統保存実験施設設置 

昭和62年 附属分子生物学研究施設を廃止し，分子生物学科設置 

平成元年 附属犬山地震観測所，附属犬山地殻変動観測所，附属三河地殻変動観測所及び附属地震

予知観測地域センターを廃止し，附属地震火山観測地域センターを設置 

 「名古屋大学五十年史部局史」を発行 

平成２年 附属宇宙線望遠鏡研究施設を廃止し，太陽地球環境研究所に統合改組 

平成４年 地球科学科を地球惑星科学科に改組 

平成５年 生物分子応答研究センター（全学共同利用）への統合により淡水魚類系統保存実験施設の廃止 

 水圏科学研究所を廃止し，大気水圏科学研究所（共同利用）に改組 

 教養部廃止（10月１日） 
平成６年 四年一貫教育体制へ移行 
 数学科を数理学科に，物理学科及び物理学第二学科を物理学科に改組 
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平成７年 物理学専攻と宇宙理学専攻を統合し，素粒子宇宙物理学専攻設置，物理学専攻の一部，
物理学第２専攻及び化学専攻を統合し，物質理学専攻設置 

 数学専攻を廃止し，多元数理科学研究科設置 
平成８年 生物学科，分子生物学科を統合し生命理学科に改組 
 生物学専攻，分子生物学専攻を統合し生命理学専攻に改組 
 地球科学専攻，大気水圏科学専攻を統合し地球惑星理学専攻に改組 
平成10年 物質科学国際研究センター設置 
平成11年 学部附属施設の研究科附属施設へ移行 
 附属臨海実験所の整備 
 附属地震火山観測研究センターの改組 
平成13年 地球惑星理学専攻を廃止し，環境学研究科地球環境科学専攻へ移行 
平成14年 附属地震火山観測研究センターを廃止し，環境学研究科附属施設へ移行 
平成16年   国立大学法人化に伴い，国立大学法人名古屋大学へ移行 
平成18年   附属南半球宇宙観測研究センター設置 
平成19年   附属構造生物学研究センター設置 
平成20年   附属タウ・レプトン物理研究センター設置 
平成22年   素粒子宇宙起源研究機構，基礎理論研究センター，現象解析研究センター設置 
平成27年 太陽地球環境研究所，地球水循環研究センター及び年代測定研究センターを廃止し， 

宇宙地球環境研究所に統合改組 
平成28年   名古屋大学・エディンバラ大学国際連携理学専攻設置 
平成29年 ニューロサイエンス研究センター設置 
令和４年   素粒子宇宙物理学専攻，物質理学専攻，生命理学専攻を統合し，理学専攻設置 
 

２．学部・大学院の入学定員 

理

学

部 

学    科 定 員 
数 理 学 科 55 
物 理 学 科 90 
化 学 科 50 
生 命 理 学 科 50 
地 球 惑 星 科 学 科 25 

計 270 
 

 

大

学

院 

多
元
数
理
科
学
研
究
科 

 前 期 課 程 
  

後 期 課 程 
専    攻 定 員 専    攻 定 員 

多 元 数 理 科 学 専 攻 47 多 元 数 理 科 学 専 攻 30 

＊理学部の数理学科を卒業し，大学院進学を希望する学生は，「大学院多元数理科学研究科」に進学す

ることが多い。 

大

学

院 

環
境
学
研
究
科 

前 期 課 程 
  

後 期 課 程 
専    攻 定 員 専    攻 定 員 

地 球 環 境 科 学 専 攻 53 地 球 環 境 科 学 専 攻 24 
都 市 環 境 学 専 攻 47 都 市 環 境 学 専 攻 21 
社 会 環 境 学 専 攻 27 社 会 環 境 学 専 攻 13 

計 127 計 58 
 
＊理学部の地球惑星科学科を卒業し，大学院進学を希望する学生は，「大学院環境学研究科地球環境科

学専攻」に進学することが多い。 

大

学

院 

理

学

研

究

科 

博 士 前 期 課 程 
  

博 士 後 期 課 程 
専    攻 定 員 専    攻 定 員 

理 学 専 攻 188 理 学 専 攻 70 
  名古屋大学・エディンバラ大学国際連携理学専攻  2 

計 188 計 72 
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３．理学部，理学研究科，多元数理科学研究科，環境学研究科（地球環境科学専攻）の構成 

 

多元数理科学研究科

理学研究科　理学専攻

環境学研究科

物 質 科 学 国 際 研 究 セ ン タ ー

理学部（学科名） 大学院研究科（専攻・領域名） 関連施設等

数　　理　　学　　科 多　元　数　理　科　学　専　攻 素　粒　子　宇　宙　起　源　研　究　所

物　　理　　学　　科 物　理　科　学　領　域 宇　宙　地　球　環　境　研　究　所

附 属 南 半 球 宇 宙 観 測 研 究 セ ン タ ー

学 際 統 合 物 質 科 学 研 究 機 構

化　　学　　科 物 質 ・ 生 命 化 学 領 域 トランスフォーマティブ生命分子研究所

生　命　理　学　科 生　命　理　学　領　域 附　属　臨　海　実　験　所

博　　物　　館

附 属 ニ ュ ー ロ サ イ エ ン ス 研 究 セ ン タ ー

名古屋大学・エディンバラ大学
国際連携理学専攻 遺　伝　子　実　験　施　設

地　球　惑　星　科　学　科 地　球　環　境　科　学　専　攻 附 属 地 震 火 山 研 究 セ ン タ ー

 

４．理学部の運営 

文化，科学，技術などの発達が人類の平和と国民の福祉に役立つようにするためには，学問・思想の

自由と自主的・民主的な教育の確立が重要であり，その中で大学の自治は欠くことのできない要件であ

る。このような教育・研究の場としての学部の運営において，学部を構成する教員，職員，大学院生そ

れぞれの立場と独自の役割に基づいて責任を負っている。このような観点から，これまでも理学部の運

営は民主主義を基盤とし，すべての構成員の意見が反映されて行なわれるように工夫されてきた。教室・

施設が自治的単位になっているほか，学部全体としての運営機構などは次のようになっている。 
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(1) 理学部の運営機構 

理学部の運営機構はおよそ下図のようになっている。有山委員会などの理学部の全構成員の代表が

出席する委員会で一致した結論は，教授会の決定にあたり尊重されることが慣習となっている。すべ

ての会議や委員会は構成員にたいして公開を原則としており，必要な場合には公聴会などを開いて広

く意見を反映するなどの方法がとられている。 

 

 
 

(2) 学生，大学院生が参加している委員会 

現在，学部学生，大学院生・研究生が委員として参加している委員会には有山委員会及び教育委員

会がある。 

１．大学問題理学部検討委員会（有山委員会） 

理学部長の諮問機関として1962年に設置され，当時の有山兼孝理学部長の名を付して通常有山委員

会と呼ばれている。学部の将来のあり方，大学に関する諸問題について全学部的に構成各層の意見を

反映疎通し，各層が協力して検討し，理学部としての意志を形成していくうえで大きな役割を果たし

てきた。必要に応じて，「有山シンポジウム」を開催して全学部的討論を行なって，広く意見を集めて

いる。この委員会の検討結果は教授会において尊重される。委員の構成は理学部長，評議員，学科（教

室）・研究施設等の代表，職員組合の代表，理学部大学院生・研究生の代表となっている。 

２．理学部教育委員会 

教育に関連する理学部としての方針やその具体化について，各教室，施設等の意見，大学院生，学

生の意見を反映させるために1971年発足した。理学部長の諮問機関である。 

(3) 理学部長，評議員の選考 

学部長は理学部の運営の中心的役割をになう責任者であり，学部を構成する各層から信頼を得て運

営に当たることが必要である。評議員は学部から選出され，学部長と共に教育研究評議会の構成員と

なり大学の運営に参加する。学部長，評議員の選出には，学部内の意志の反映が大切で，別項内規に

従って選考される。 
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